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特集 ■ リハビリテーションにおける動作解析

　障害者の動作を分析することは古くから行われており，計測装置があれば多くのことがわかるので
はないかと期待し，大規模な動作解析装置を導入する施設も増えてきている．しかし，実際には計測
器がほとんど稼動していなかったり，計測は行うがデータが蓄積されるだけでどうやって臨床に役立
てたらよいかわからないという声が多く聞かれる．リハビリテーション分野において，臨床の現場に
関わる臨床家は何を考えどのように動作解析を活用したらよいのか．今回の特集では，各分野の先生
方に，リハビリテーションにおける動作解析について，国内外の動向をふまえ，各分野の取り組み，
今後の課題，展望などについてご解説いただいた．
動作解析の現状と課題（江原義弘氏，953 頁） 
　近代的な動作解析の歴史を振り返り，「動作解析」と「動作分析」の違い，動作解析の対象などにつ
いて言及している．そして，動作解析・歩行解析で何か明らかにされたかを解説し，今後この分野に
関わる人が何をしたらよいのかについて，具体的に提言している．
脳血管障害患者の歩行分析（山本澄子氏，959 頁）
　片麻痺患者の歩行の特徴，非対称性の指標についての解説に加え，歩行速度増加の戦略，歩行パター
ンの分類についても言及し，今後，この分野において，横断的研究のみならず，縦断的研究がなされ
ることの重要性を説いている．
脊髄損傷患者の装具歩行の解析（香川高弘氏，965 頁） 
　歩行装具を用いた対麻痺患者の歩行の解説に加え，装具歩行の計測・評価方法について詳しく説明
している．今後は歩行の効率性だけでなく，自立性の評価も重要であり，計測して得られる 3 次元動
作や床反力のデータから歩行の安定性を定量的に評価する手法の確立が課題である．
義足患者（月城慶一氏，971 頁） 
　義足患者は切断部位によって歩行能力と歩様特徴が異なる．本稿では，大腿義足装着者に焦点をあ
て，大腿切断によって失う機能について解説し，大腿義足の発展の歴史や生活の質（quality of life；
QOL）などについて解説している．
小児患者（根本明宜氏，977 頁） 
　米国における動作解析と小児領域での進歩を紹介し，わが国における小児分野での動作解析の現状
を解説している．小児治療における動作解析の役割についても言及し，今後，動作解析の有無による
治療成績の評価なども含め生活の質の向上が望まれると結論づけている．
先進的リハビリテーション医療技術への応用―歩行分析のロボット支援リハビリテーション
への応用―（殷　祥洙氏，983 頁）
　歩行分析装置を使用する目的は，カメラと 3 次元床反力計との組み合わせにより，運動力学的デー
タ，運動学的データを計測することである．本章では，これらの歩行分析装置の機能を利用して，ロ
ボット支援リハビリテーションについて検討している．
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